
  

日 時：2024 年1 月27 日（土）13:30～17:30 
開催方式：オンライン開催    参加費：無料（要事前参加登録） 
対 象：現場で実際にメディエーターとして活躍されている皆さん、 
    養成講習を修了されている方 

 
 ●開催趣旨 

入院時重症患者対応メディエーター養成講習は令和元年度に始まり、今年度にはオンラインで計 12
回の開催（受講者 30～40 名/回）で、この 3 月までには通算 900 人以上の方々に修了いただく予
定となっています。昨年度からは診療報酬加算の算定対象となり、受講申込が急増し高倍率の状態
となっています。修了された皆さんの中には医療チームの中で、逆に患者支援の一環として活躍さ
れている方、チーム体制で、あるいは単独で活動されている方、まだ活動に至っていない方など様々
だと思います。診療報酬加算からまもなく 2 年が経過し、改定が検討される時期となります。 
このように様々なお立場や組織体制の中で活動している方や、または活動に至っていない方、講習
をこれから受講される方、皆さまでが一堂に集まり、活動状況、現状、体制、工夫やアイディア、そ
して課題について情報共有をするため、第 2 回実務者発表会を企画いたしました。積極的なご発表
や意見交換を頂きたいと考えております。もちろん視聴だけでも OK ですのでぜひご参加ください。 

 
 ●プログラム（予定） 

・セッションテーマ①：入院時重症患者対応メディエーターの満たすべき要件とは？ 
・セッションテーマ②：現場からの発信と活動報告 
・セッションテーマ③：入院時重症患者対応メディエーター講習の今後の展開と期待 
・その他：厚生労働省が期待する今後の役割、メディエーションのポイント、テキストやマニュアル

等の整備、今後の資質向上や知見・事例の共有に向けた研究・発表の場のあり方についてのプロ
グラムを検討しております。 

 
 ●演題募集（期間：2023年 11月～2023年 12月予定）※その後の受付についてもご相談下さい 

発表会においては、入院時重症患者対応メディエーターとして活動をされている方からのご発表演
題を募集いたします。詳細についてはウェブサイトをご覧ください。 

ウェブサイト：http://hmcip.umin.jp/meeting/ 
 
開催準備事務局：厚生労働科学研究（移植医療基盤整備研究事業）脳死下、心停止後の臓器・組織提供における効率的な連携体制の構築
に資する研究（研究代表者 横田 裕行）分担研究 重症患者対応メディエーター（仮称）のあり方に関する研究（研究分担者 三宅 康史） 
 帝京大学医学部救急医学講座 東京都板橋区加賀 2-11-1 E-mail：hmcip-office@umin.ac.jp 



 


